
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登戸地区の津久井道とは 
津 

久 

井 

道 

の 

歴 

史  

歴史 

～まちへの誇りと愛着を持ちつづけ、後世にまちの記憶として残していくために～ 

区画整理後の登戸のまち 

○ 津久井道は、津久井地方から市内では、柿生・高石・生田・登戸周辺を通り、産物等を江戸へ運ぶ流

通の道として、多くの商人や職人などの往来があり、そこに、商店（下駄、提灯、畳、馬具等）、居酒

屋、宿屋が軒を連なるようになることで、賑わいや交流など活気に溢れていた。 

津久井道キーワード 

●登戸の渡し ●柏屋 ●善立寺 ●小泉橋 ●職人の町 ●流通の道 ●宿場町 ●登戸
のぼりと

宿
じゅく
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区画整理区域 

多摩区役所 

旧吉沢石店 

旧柏屋 

榎戸庚申塔 

多摩川への 

誘導 

 

登戸の渡し 

○昭和２８年に多摩川水道橋が完成するまで橋がなく、川崎と東京を結んでいたのが渡し船で、多摩川

の下流から、六郷、矢口、丸子、二子、登戸、菅にあった。多摩川水道橋は東京へ水を送るためにできた

水道との併用橋で、この橋の完成とともに、登戸の渡しは廃止となった 

柏屋 

○柏屋は、旅人を泊めるやどやの老舗であり、明治の末頃から料理屋を兼ねるようになり、多摩川行楽

客にナマズ料理を振る舞い、喜ばれていた。 

善立寺 

○明治５年に明治政府より「小学教則」が発布されると、翌年、登戸学舎として本堂で小学校教育をスタ

ートさせたという、小学校教育の発祥の場所である。 

小泉橋 

○徳川家康の命によって造られた多摩川水系最古の農業用水路「二ヶ領用水」に架けられた橋。小泉橋

は、天保 15 年に小泉利左衛門によって木造の橋から石造りの橋に架け替えられた。板だけの粗末な橋

であったことから、石橋ができたことに、花火をあげ、お祭りをの山車を出し、まんじゅうを配るな

ど、多くの人が喜んだ。明治 34 年に小泉弥左衛門が石橋を修築、拡幅した。その後、昭和の戦前期に

コンクリートで補強・拡幅された。当時は、津久井街道と府中街道が交差するあたりは榎戸と呼ばれ、

商業の中心地で、乗合馬車の駅や、銀行、大きな商店などが多く集まるなど、繁華な場所であった。そ

の後、銀行は小田急線の開通にあわせ、駅の方へ、今の商業の中心に移っていった。 

職人の町 

○江戸時代より登戸は多摩川の下流にあり、平地が狭く 1 軒あたりの田んぼが狭く、米造りだけでは生

活できないため、色々な仕事をしないといけなかった。多くの人が、農業をやりながら職人としての

技術を持っていた。仕事で街道を通る人が壊れたものを持ってくると帰りまでに直すという仕事ぶり

であった。特に、下駄職人が多く、下駄造りが盛んであった。江戸時代には 100 メートルで 14 軒もあ

った。下駄を売る店というより自分で木をけずって下駄を作る手工業といった方が良いものでした。

登戸の人々は下駄の材料となる桐の木を方々に植え、作った下駄を津久井道を通り、江戸へ運んだ。 

流通の道 

○江戸時代に様々な産物が江戸に向かって出荷されており、津久井地方で生産される絹や、麻生地区の

特産品である禅寺丸柿や黒川炭が運ばれるなど、津久井道は重要な役割を果たしていた。津久井地方

（相模川など）で採れた鮎を江戸までいち早く運ぶため津久井道が使われていた。 

宿場町 

○近隣の産物を江戸へ運ぶ流通の道、商人や職人の往来する道として使われ、多摩川を渡る前に人々や

荷をつけた馬が一休みするなど、登戸は宿場町として栄えた。 

 

 

明治時代の登戸のまち 



稲田登戸駅(S2)

向ヶ丘遊園駅(S2)

出典：稲田郷土史会

出典：稲田郷土史会



JR登戸駅(S2)出典：稲田郷土史会



飯室山より登戸方面を望む(S2)

津久井道　登戸の街並み(S45)

出典：稲田郷土史会

出典：稲田郷土史会



登戸の渡し(S2)

登戸の渡し(S2)

出典：稲田郷土史会

出典：稲田郷土史会



橋本屋酒店と小泉橋(S2)

改修された小泉橋　渡り初め(M34)

出典：稲田郷土史会

出典：稲田郷土史会



東通り商店街(S63)

東通り商店街(S55)

出典：稲田郷土史会

出典：稲田郷土史会



紀伊国屋(S2)

伊藤左官工業所(S63)

出典：稲田郷土史会

出典：稲田郷土史会



多摩川梨(S2)出典：稲田郷土史会

問い合わせ先　川崎市まちづくり局登戸区画整理事務所
　　　　　　　加茂　044-933-8581

＊すべての写真について二次使用を禁止します


